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  新入生
しんにゅうせい

の皆
みな

さん入学
にゅうがく

おめでとうございます。本日
ほんじつ

より、皆
みな

さんは中央高等学園
ちゅうおうこうとうがくえん

１９期生
きせい

（職業学科
しょくぎょうがっか

１期生
きせい

）として３年間
ねんかん

の

学
まな

びをスタートすることとなりました。 

  入学式
にゅうがくしき

で皆
みな

さんにお伝
つた

えしたことを要約
ようやく

して紹介
しょうかい

します。 
 

  皆
みな

さんは、中学校
ちゅうがっこう

を卒業
そつぎょう

し、義務教育
ぎむきょういく

を終
お

え、自
みずか

らの意志
いし

と決断
けつだん

をもって本校
ほんこう

へ入学
にゅうがく

してきました。今日
きょう

からの一日一日
いちにちいちにち

を大切
たいせつ

にし

て実
みの

りあるものとしてほしいと思
おも

います。 

  中央高等学園
ちゅうおうこうとうがくえん

は、今年度開校
こんねんどかいこう

１９年目
ねんめ

となります。開校当時
かいこうとうじ

とは

少
すこ

しずつ様変
さまが

わりをしていく中
なか

、将来
しょうらい

の 
 

      「自立
じりつ

と社会参加
しゃかいさんか

」 

      「一人一人
ひとりひとり

に合
あ

った就労
しゅうろう

の実現
じつげん

」 
 

という本校
ほんこう

の使命
しめい

は揺
ゆ

るぎのないものとしてあらゆる教育活動
きょういくかつどう

の

中核
ちゅうかく

となります。 

  いよいよ皆
みな

さんの学校生活
がっこうせいかつ

が始
はじ

まります。開校以来歴史
かいこういらいれきし

を刻
きざ

ん

できた中央高等学園
ちゅうおうこうとうがくえん

の１９期生
きせい

であるとともに、職業学科
しょくぎょうがっか

の１期生
きせい

でもあります。皆
みな

さんとともに中央高等学園
ちゅうおうこうとうがくえん

は新
あたら

しい時代
じだい

に向
む

けて

歩
あゆ

み始
はじ

めていきます。 

  学校
がっこう

の基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

となる校訓
こうくん

は   
 

       「健康
けんこう

」  「誠実
せいじつ

」  「努力
どりょく

」    です。 

 

    「健康
けんこう

」 

  心身
しんしん

ともに健康
けんこう

な学校生活
がっこうせいかつ

を送
おく

ることが大切
たいせつ

です。そのためにも

規則
きそく

正
ただ

しい「睡眠
すいみん

」「食事
しょくじ

」「運動
うんどう

」に心
こころ

がけてください。 

    「誠実
せいじつ

」 

  何事
なにごと

に対
たい

してもまじめに心
こころ

をこめて向
む

き合
あ

ってください。 

学校
がっこう

のルールを守
まも

ることも社会
しゃかい

に出
で

るために大切
たいせつ

な学
まな

びとなりま

す。決
き

まりを守
まも

り、社会人
しゃかいじん

としてのあいさつや礼儀
れいぎ

といった振
ふ

る舞
ま

い

が自然
しぜん

にできるようになることが大切
たいせつ

です。 
    
 

   「努力
どりょく

」 

  義務教育
ぎむきょういく

を終
お

え、働
はたら

くために学
まな

ぶ高校生
こうこうせい

となりました。目
め

の前
まえ

の

ことに持
も

てる力
ちから

を使
つか

って全力
ぜんりょく

で努力
どりょく

してください。全力
ぜんりょく

を尽
つ

くしても

力
ちから

は減
へ

りません。努力
どりょく

することで力
ちから

は強
つよ

くそして、深
ふか

くなっていきま

す。目標
もくひょう

を達成
たっせい

するために日頃
ひごろ

から努力
どりょく

する習慣
しゅうかん

を身
み

につけましょ
う。 

「健康」「誠実」「努力
けんこう            せいじつ           どりょく

」校訓
こうくん

を忘
わす

れず３年間
ねんかん

の学
まな

びを実
みの

りあるもの

としてください。自
みずか

ら考
かんが

え、判断
はんだん

し、行動
こうどう

できるようになってください。 

  新入生
しんにゅうせい

の皆
みな

さんは今日
きょう

から大切
たいせつ

な北九州中央高等学園
きたきゅうしゅうちゅうおうこうとうがくえん

の一員
いちいん

です。先生方
せんせいがた

や先輩方
せんぱいがた

とともにみんなの笑顔
えがお

が輝
かがや

く学校
がっこう

を一緒
いっしょ

に

作
つく

っていきましょう。 
 

   保護者の皆様へ 
 
  教職員一同全力を注いで、お子様の教育に当たる決意でござ
います。３年間という限られた時間で学んでいくこととなります。卒業
後の自立と社会参加を目指すには、保護者・ご家庭のご理解とご
協力が欠かせません。基本的な生活習慣や日常生活における自
立は必要不可欠です。中央高等学園への入学が目的ではなく、生
徒一人一人が３年間の学びを通して自立した生活を送ることが目
的であることをご理解いただき、保護者と学校とがお子様の得意な
こと、苦手なことをしっかりと共有し、同一歩調で夢の実現に向けて
支援してまいりたいと思います。どうぞご協力をお願いいたします。 
    「子育て四訓」 
       一  乳児はしっかり 肌を離すな 
       二  幼児は肌を離せ 手を離すな 
       三  少年は手を離せ 目を離すな 

       四  青年は目を離せ 心を離すな 

  生徒は義務教育を終え青年期を過ごします。次第にお子様
さま

との
距離を離しながら、決して心を離さず、ご家庭でのコミュニケーショ
ンを大切にしてお子様の成長に寄り添っていただければと思いま
す。 
   

嘉代子桜です 

                   「Ｋｉｃｋ」の意味 

「Ｋｉｃｋ－ｏｆｆ」の「Ｋｉｃｋ」として、新しい学校・教

育がここで始める。ここでスタートするという意味を込められ

ています。「Ｋｉｃｋ－Ｏｆｆ」から、ボールを蹴り、いまこ

こで始まったというシンボルマークです。 


